
以下の問に答えよ。１

　関数 について， の値を求めよ。

　 次関数 の軸と頂点を求めよ。

　放物線 は，どのように平行移動すると放物線 に重なる

　　か。

　放物線 を 軸方向に ， 軸方向に だけ平行移動して得られる放

　　物線の方程式を求めよ。

　放物線 を原点に関して，対称移動して得られる放物線の方程式を求めよ。

　関数 の最小値が であるように，定数 の値を定めよ。

　　また，そのときの最大値を求めよ。

　頂点が点 ， で，点 ， を通る 次関数を求めよ。

　軸が直線 で， 点 ， ， ， を通る 次関数を求めよ。

　 で最大値 をとり，点 ， を通る 次関数を求めよ。

　放物線 を平行移動した曲線で， 点 ， ， ， を通る 次関数を求

　　めよ。

軸 頂点

最大値

　 　 　　 　直線 ，点 ，

　　　 　 軸方向に ， 軸方向に だけ平行移動

　　　 　 　　　 　

　　　 　 ， で最大値 　　 　

　　　 　 　 　

　　　 　

 解説

　

　

　　

　　

　　　軸は直線 ，頂点は点 ，

　 から　　 　　 …… ①

　　 から　　 　…… ②

　　よって，①，② の頂点の座標はそれぞれ　　 ， ， ，

　　① を 軸方向に ， 軸方向に だけ平行移動したとき，②に重なるとすると

　　 ，　 　　　　ゆえに　　 ，

　　よって， 軸方向に ， 軸方向に だけ平行移動すればよい。

　

　この放物線の頂点 ， が移る点は　 ， 　

　すなわち　 ，

　よって，求める放物線の方程式は　　 　

　　原点に関して対称移動した放物線の方程式は

　　　　　　 　すなわち　

　

　　よって，この関数は で最小値をとる。

　　 のとき　　　 ･

　　最小値が であるとき　　　

　　したがって　　　

　　このとき， で最大値 をとる。

　頂点の座標が ， であるから，求める 次関数は と表される。

　グラフが点 ， を通るから　　 　　ゆえに　　　

　よって，求める 次関数は　　 　

　軸が直線 であるから，求める 次関数は と表される。

　グラフが 点 ， ， ， を通るから　　 ，

　これを解くと　　 ，

　よって，求める 次関数は　　 　

　 で最大値 をとるから，求める 次関数は と表される。

　点 ， を通るから　　

　ゆえに　　

　これは を満たす。

　よって，求める 次関数は　　 　

　放物線 を平行移動した曲線であるから，求める放物線の方程式は

　 と表される。これが 点 ， ， ， を通るから　　

　　　　　　　 ， 　　　これを解いて　 ，

　よって，求める放物線の方程式は　　

は定数とする。関数 について，次の問いに答えよ。２

　最小値を求めよ。

　最大値を求めよ。

　 　 のとき　 で最小値 　　

　　　　　 のとき　 で最小値

　　　　　 のとき　 で最小値

　　　 　 のとき　 で最大値 　　

　　　　　 のとき　 ， で最大値

　　　　　 のとき　 で最大値

 解説

　

　 のとき　 ， のとき　 ， のとき　

　 　 すなわち のとき

　　グラフは 図 の実線部分のようになる。　よって， で最小値 　をとる。

　 　 すなわち のとき

　　グラフは 図 の実線部分のようになる。　よって， で最小値 　をとる。

　 　 のとき

　　グラフは 図 の実線部分のようになる。よって， で最小値 　をとる。

　定義域の中央の値は　

　 　 すなわち のとき　

　　グラフは 図 の実線部分のようになる。よって， で最大値 　をとる。

　 　 すなわち のとき　

　　グラフは 図 の実線部分のようになる。

　　このとき，軸は定義域の中央にあり， ， における の値が一致する。

　　よって， ， で最大値 　をとる。

　 　 すなわち のとき　

　　グラフは 図 の実線部分のようになる。　よって， で最大値 　をとる。
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ある放物線を， 軸方向に ， 軸方向に だけ平行移動し，更に 軸に関して対称３

移動したら，放物線 に移った。もとの放物線の方程式を求めよ。

　

 解説

求める放物線は，放物線 を 軸に関して対称移動し，更に 軸方向に ，

軸方向に だけ平行移動したものである。

まず， 軸に関して対称移動すると

　　　　　　 　　　すなわち　　

次に， 軸方向に ， 軸方向に だけ平行移動すると　　

よって　　　　　

次関数のグラフが 点 ， ， ， ， ， を通るとき，その 次関数を求めよ。４

　

 解説

　求める 次関数を とする。

　このグラフが 点 ， ， ， ， ， を通るから

　　　　　

…… ①

…… ②

…… ③

　① ② から　　 　　　よって　 　 …… ④

　③ ② から　　 　　　よって　 …… ⑤

　④ ⑤ から　　 　　　よって　

　 を ④ に代入して　 　　　ゆえに　

　 ， を ② に代入して　　 　　　ゆえに　

　よって，求める 次関数は　　

　放物線 を平行移動した曲線で，点 ， を通り，頂点が直線５

　 上にある放物線の方程式を求めよ。

　 ， ，

 解説

　頂点が直線 上にあるから，その座標は ， とおける。

　また，放物線 を平行移動した曲線であるから，その方程式は

　　　　　　　　　　　

　と表される。これが点 ， を通るから　　

　整理して　 　　　よって　　

　ゆえに　 ，

　よって，求める放物線の方程式は

　　　　 ， ，

， ， のとき， のとりうる値の範囲を求めよ。また， の最大６

値，最小値と，そのときの ， の値を求めよ。

　 ； ， または ， で最大値 ； で最小値

 解説

から　　 　……①

から　　 　　　　よって　

と合わせて　　　　 　…… ②

また　　　　

　　　　　　　　　

よって，② の範囲の について は

　　　　　 または で最大値 ，

　　　　　 で最小値 をとる。

ここで，① から　　

　　　　　 のとき ， のとき ， のとき

以上から， は

　　　　　 ， または ， で最大値 ， で最小値 をとる。

関数 の最小値が であるように，定数 の値を定めよ。７

　

 解説

　

　 のとき

　グラフは 図 の実線部分のようになる。

　よって， で最小値 をとる。

　条件から　　

　よって　　　

　これは を満たさない。

　 のとき

　グラフは 図 の実線部分のようになる。

　よって， で最小値 をとる。

　条件から　 　

　　　　　　

　　　　　

　よって　　 ，

　このうち， を満たすものは

　　　　　　　

　 のとき

　グラフは 図 の実線部分のようになる。

　よって， で最小値 をとる。

　条件から　

　よって　　　　

　これは を満たさない。

以上から　　　

を実数の定数とし、 の関数 　 を考える。８

　 とする。 を を用いて表せ。また、 において、 のとり得る

　　値の範囲を求めよ。

　 とする。 の最小値と、そのときの の値を求めよ。

　 の最小値を を用いて表せ。

 解説

　 　　

　 で最小値

　 ⅰ 　 のとき，最小値

　　 ⅱ 　 のとき，最小値

　　 ⅲ 　 のとき，最小値
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